
令和元年８月２２日 

サロマ湖養殖漁業協同組合 

◎サロマ湖付着生物ラーバ出現状況 

サロマ湖 4 地点で付着生物のラー

バ調査を行いました。 

その結果、イガイ（シュリガイ）ラ

ーバは４地点平均で 663.4 個/トン出

現し、前回（19.9個/トン）より大幅

に増加しました。今回は付着サイズの

ラーバは見られませんでしたが、今後

付着サイズに成長するとみられます。 

ホヤ類（エボヤ、ユウレイボヤ、ザ

ラボヤ）のラーバは平均で 160.8 個/

トン出現しており前回（20.9個/トン）

よりも増加していました。 

 

 

 

◎サロマ湖水質状況  

付着物ラーバ調査点St.5（ブイ５）

の溶存酸素、水温、塩分を測定しま

した。 

その結果、溶存酸素は 15ｍから底

まで 5㎎/Lを下回っていました。 

水温は表面から 9ｍまでで 20℃前

後で推移していました。 

塩分は水面から底まで32‰以上あ

りました。 
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酸素 水温 塩分

高水温
水温20℃以上

低酸素
5ｍｇ/L以下
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